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現在､ 臨床 に用 い られ て い る植物由来 の抗腫癌性物質は 4種類 あ
るがそ の 中でタ キ ソ ー ル ､ カ ン プ トテ シ ン誘導体 (イ リノ テ カ ン)
は比較的新 しい た め､ これらの 生合成 ･ 生産に関する細胞および遺
伝子 レ ベ ル で の 代謝工学的な研究は未だ不十分で あり ､ 重要で社会
的な必要性が著 しく高 い ｡ こ の 2種類 の抗腫癌性物質 の供給 はも っ
ばらこ れ らを生 産する原植物 (イチイ ､ 喜樹 ､ クサ ミ ズキな ど) か
らの抽出に頼 っ て おり ､ これら稀少植物資源 の枯渇や供給不安, 高
価格 な どが大き な問題 とな っ て い る｡ 従 っ て ､ こ れ ら の化合物を尭
端的な植物 バ イ オテ ク ノ ロ ジ ー に よ っ て 生合成 ･ 生産する研究は現
在求 められて い る緊急 の重要課題 である｡
そ こ で 平成1 2年度か ら平成 1 4年度の 3年間 の研究プ ロ ジ ェ ク
トと して ､ タ キ ソ ー ル ､ カ ン プ トテ シ ン の 高生産に関与す る先端的
バ イ オテ ク ノ ジ ー 応用を目的と して研究を行 っ た ｡ そ の結果 ､ カ ン
プ トテ シ ン生産 に つ い て は実用化を視野に入れた成果 を得る ことが
出来た｡
研究代表者 斉 藤 和 季
(千葉大学大学院薬学研究院教綬)
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